
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なかやま２月号 
中山保育園  
令和２年２月 

２月・３月の行事                                                  

                 

                        

                             

                                  

＜３月＞ 

３日(火) ひなまつり会 

４日(水) 年中おたのしみ 

 ６日(金) 新入園児説明会 
１１日(水) 卒園式総練習 

１４日(土) 卒園式 

１８日(水) わらべうた(うさぎ組・きりん組) 

１９日(木) お別れ会 
２６日(木) 修了のつどい 

 
     

＜２月＞ 

３日(月) 豆まき会 

５日(水) ひよこ組保育参加・懇談会 

１２日(水) ぺんぎん組保育参加・懇談会 

１８日(火) 交通安全教室 
２５日(火) おはなし会(未満児・以上児) 

２７日(木) わらべうた(うさぎ組・きりん組)  
 

※「年長のおたのしみ」は検討中です 
    
 

 

 

一年で一番寒さの厳しい時期となりましたが、例年に比べ今年は暖かい日が続いています。子ど

も達が楽しみにしている雪遊びも今年はまだできず、大人の生活の上では通勤も送迎も楽ですが、

子ども達の事を思うと、冬ならではの雪遊びを楽しませてあげたいですね。今月は雪遊びが何回で

きるでしょうか…。 

１２月に流行したインフルエンザも1月は落ち着いており、今後も室温、湿度、換気、消毒に十分

留意し、子ども達の手洗いうがいを見守り、感染症予防に努めていきたいと思います。そして外遊

びを楽しみながら、ウイルスや細菌が付きにくい丈夫な体作りをしていきたいと思っています。 

 

早めのお知らせですが、令和２年度の入園式・進級の会・クラス懇談

会・保護者会総会は４月４日(土)となります。 

毎年畑に入れる堆肥を作っていますが、今年もきりん組の年長さんと園長先生の作業が開始していま

す。給食後に年長さん２人組が事務室に「コンポストにきました」と来て給食室の野菜の皮などをもらい

畑へ…。作業をする年長さんはコンポスト作りを楽しみにしているようで、作業の当番になっている日は

「ねぇ今日コンポストやるよね」と当番仲間で話している姿も見られます。そして事務室に来る時の表情

の良いこと…ウキウキしすぎて事務室にノックをして入るところをやり直しがかかることがありますが、それ

も楽しんでいるようで笑顔で作業へと出ていきます。給食室からもらった物をシャベルでザクザク細かく

し、腐葉土と米ぬかを混ぜコンポスターの中へいれ土をかぶせる工程を園長先生に教えてもらい毎日

園長先生と２人組の年長さんが繰り返しやってくれています。 

 

今年も始まりました コンポスト！ 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  

✿ ２月１２日(水)～１４日(金)白百合女子大学より実習生が入ります。 

19日(水)～21日(金)は東北福祉大学よりボランティアさんが入りますのでよろしくお願いします。 

✿ 夕方１８：１５～は申請をしていただいての延長保育時間です。申請している方で利用の時は事務 

室脇の利用表に丸印をつけてください。忘れた場合はお電話を。申請をしていない方で道路事情な 

どで、１８：１５を過ぎる場合は必ず電話連絡をお願いします。 

 

 

 

まめまきかい 

 2月 3日はまめまき会でした。園長先生から鬼は目に見えるものではなくみんなの心の
中にいて、今日はみんなの中にいる悪い鬼を追い払う日で今日来る鬼はそれを受け止め
てくれるという話がありました。子ども達の中には鬼が来る日とあって朝から緊張気味
の子ども達もいたようですが、自分たちの作った鬼の面をみんなに見せて、まめまきの

歌を歌い「おふくさん」というお話を見てほんわかしていると、青鬼登場！そして時間
差で赤鬼登場！鬼を追いかけ一生懸命豆をぶつける姿、後ろ後ろへとさがりながらも豆
をぶつけようとする姿、鬼登場と共に泣き出す姿といろいろな姿が見られたまめまきで
した。鬼が退場した後は福の神の登場です。福の神は各クラスへやさしい豆、甘納豆を
くれました。みんなクラスに戻って甘納豆を食べホッとした時間となりました。しかし
鬼の怖さが給食まで尾を引いてなかなか食事が進まないクラスもあったようです。 

 
ぬいぐるみ遊びで、乱暴な扱いをして縫い目を壊してしまったきりん組年長さんと保育士のやりとりです。 
保育士 ：「（ぬいぐるみをみせて）これどうしてこうなったかわかる？」 
年長さん：「・・・わかんない…」   

保育士 ：「わかるとおもうんだけどなぁ」 
年長さん：ちょっと間があり 「ぶらぶらしてたらなった…」 
保育士 ：「そっか～ぶらぶらしてたから壊れたんだね。じゃ～このままだとくまさんも痛いし中の綿が出てき

て遊べないから、今ここに糸と針を持って来るからから直してくれる？」 
年長さん：「 ・・・ 」  しばらく考えて 「針と糸やったことないからできない」 
保育士 ：「やったことないからできないんだね。先生は針と糸でやったことあるから〇〇君のかわりになおし

てあげる？」 
年長さん：「ありがとう ごめんなさい…」 
 
自分のしたことを振り返り、自分ができないことをはっきり伝え、そしてありがとうごめんねが言える言葉による

伝え合いの力が育っている年長さんの姿に保育士も、丁寧な関わりで聞くこと、伝えること、待ってあげること
の大切さを強く感じ、温かい気持ちになりました。 

 
夕方、保護者の方がお迎えにきて準備をしている間に嬉しさのあまり、お迎えが一緒になったお 

友達と廊下を走り回ったり、玄関に子どもだけでいたり、子どもだけ玄関から出ていこうとした 
り、保護者の目から離れて危ない姿が見られる時があります。他の保護者の方が心配して声をか 
けて注意をしてくれることもあります。速やかなお帰りの準備にご協力いただき、安全にお帰り 
ください。駐車場の混み合いにも繋がりますのでよろしくお願いします。 

おには～そと 

ふくは～うち 

 

～ぬいぐるみがやぶけちゃったおはなし～ 

～ゆうがたのちょっと危ないおはなし～ 


